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特 集 

 

レザックシリーズ 

キャンペーン 
 

このところ日が長くなったように感じます。

しかし、まだまだ寒さは厳しいようです。この

冬は、マスクの生産量が過去最高の 12億

枚になると予想されているそうです。風邪な

どの予防目的でマスクをされる方が年々増

えて、現在ではマスク利用者の３割もいるよ

うです。小学校や幼稚園がインフルエンザ

で学級閉鎖になったなどの話もよく聞きま

す。風邪やインフエンザにならないよう、お

体には十分お気を付け下さい。 

さて、当社では、レザックシリーズのキャ

ンペーンを今月から４月までの３ヶ月間実

施します。対象商品は、レザックシリーズの   

『レザック 66・レザック 75・レザック 80 つむ

ぎ・レザック82ろうけつ・レザック96オリヒメ』

の 5種類になります。 

また、製品サンプルを提供してくださっ

たお客様には、通常の景品のほかにゴル

フボールを進呈させて頂きます。 

見本帳や、サンプルをご希望の場合

は、スギウラ（株）までご相談下さい。可能

な限り対応させて頂きます。また、ご説明

など必要な場合も遠慮なくおっしゃってく

ださい。 
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メージが変わればと、期待しています。 

もちろん、今ある資源である古紙をリサ

イクルすることは、とても大切なことです。し

かし、もっとも重要なことは、環境に負荷を

かけないということです。環境になるべく負

荷をかけないことが、本来の目的であっ

て、古紙をリサイクルして使うことは、その

手段にすぎないのです。しかし、いつのま

にか手段が目的になってしまった様に感

じます。 

これからは世間の認識が変わり、「再生

紙何％」ということではなく、「環境にやさし

い紙」ということで、古紙、植林木、間伐

材、森林認証紙などをバランスよく使った

紙が、一般的に浸透していくことを、紙に

関わっている者として願っています。 

古紙配合率に関する偽装の問題が大き

く報道されています。１月 25日の日本製

紙連合会の発表によると、古紙配合率の

偽装申告をした製紙会社は１７社にもなり

ました。その数の多さには、正直驚きまし

た。 

弊社では、主に県庁・市役所や大企業

などから、印刷会社様を通して古紙配合

率の証明書発行の依頼などの問合せは

数件ありました。しかし、あまり混乱せずに

すんでいます。都内では、返品や出荷停

止などでフレシュパルプのＰＰＣなどの在

庫が逼迫しているようです。 

今回の問題で、マイナス面だけでなくプ

ラス面として、世間での紙に対する「再生

紙 100％＝環境によい」という一般的なイ 
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現在、リニューアルにむ

けて、作成中です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 古紙配合率の問題で、印刷物の「再生紙

使用マーク」などの「環境ラベル」の表示を

変更された印刷会社様も多いのではないで

しょうか。「環境ラベル」とは、「エコマーク」

や「グリーンマーク」などの環境に関連する

表示マークのことです。 

「環境ラベル」に関して何度かお問合せ

頂いたことがありますので、ここで簡単に説

明させていただきます。 

「環境ラベル」は、持続可能な循環型社

会に向けて、環境負荷の低い商品を識別

できるようにラベルで表示し、消費者に優先

的に購入することを推奨することを目的とし

ています。「環境ラベル」は、おおよそ３種

類に分類されます。マークの使用に関して

第三者の承認が必要になるタイプⅠ。自己

宣言型の第三者の承認を必要としないタイ

プⅡ。その他のタイプⅢです。 

タイプⅠは、 

・ 「エコマーク」（財）日本環境協会 

・ 「非木材紙マーク」ＮＰＯ法人非木材紙

普及協会 

・ 「ツリーフリーマーク」グリーン・マーケテ

ィング協会 

・ 「グリーンマーク」（財）古紙再生促進セ

ンター 

・ 「間伐材マーク」全国森林組合連合会 

・ 「ＦＳＣマーク」ＦＳＣ森林管理協議会 

・ 「ソイシールマーク」アメリカ大豆協会 

・ 「ウォターレスマーク」水なし印刷協会 

などがあります。これらは、マークの使用

に関しては、すべて各団体の承認が必

要になります。各団体ごとに使用条件や

使用申請方法などが違いますので、詳

細は各団体にお問合せ下さい。 

タイプⅡは、 

・ 「再生紙使用マーク」３Ｒ活動推進フォ

ーラム 

・ 「メビウスループマーク」（社）産業環境

管理協会 

などがあります。これらのマークは使用に

手続きは必要ありません。 

「再生紙使用マーク」は、板紙以外の再

生紙であれば品種を問わずに使用でき

ます。ただし、表示は正確にする必要は

あります。また、マークは３Ｒ活動推進フ

ォーラムのホームページにて、ダウンロ

ードできます。 

タイプⅢは、 

・ 「ＧＰＮ印刷サービス・シンボルマーク」

グリーン購入ネットワーク 

このマークは、組織的にグリーン購入に

取り組んでいることを、アピールするため

のマークです。使用はグリーン購入ネット

ワーク会員に限られます。 

 以上、簡単に説明させていただきまし

たが、ご質問等ございましたらお問合せ

ください。 

 

 

 
お気付きの点や質問、

疑問などありましたら、

ご遠慮なく営業または、

下記までお問合せくだ

さい。 

 

お問合せ 

メールアドレス 

sg-takahashi-t 

@kamisugiura.co.jp 

 

お礼 去年の暮れから多くのお客様にアンケートにご協力いただきました。普段か
らお付き合いさせて頂いていますお客様のことでも、知らないことがたくさんありました。ま

さに、目からウロコです。内容を集計いたしまして、今後の営業活動に活かしたいと思い

ます。本当にありがとうございました。 


